
 

 

 

 

瀬戸内アジアフォーラム 2021 Artists’ Breath Live 開催 
～コロナ禍の中、アーティストはいま～ 

 
瀬戸内アジアフォーラムは、アジア各国・各地域でアート・文化による地域づくりに取り組む人々、

また取り組もうとする人々が共に集い、経験を分かち合い、学び合い、語り合うことを通して、継続
的・持続可能な関係性を築くことを目的に、瀬戸内国際芸術祭 2016 においてスタートしました。
2019 年の芸術祭で迎えた第 2 回目には、アジア圏 15 の国と地域から 33 団体が参加しました。今
回はその範囲を世界にまで広げ、約 100 人のアーティストから寄せられるブックレットの公開と、
30 人のアーティストによるライヴレポートで構成するフォーラムをオンラインで開催します。 
 
開催概要： 

日時：令和３年 10 月 17 日(日)  16:30 開始、19:35 終了予定 
  主催：瀬戸内国際芸術祭実行委員会 
  共催：公益財団法人福武財団、大地の芸術祭実行委員会 
  ライヴビューイング会場(事前予約制)：高松シンボルタワーホール棟１階 展示場 
                     十日町市越後妻有里山現代美術館 MonET 

※下記 URL より必要事項をご記入の上、お申込みください。 
  https://setouchiasiaforum21.stores.jp/items/615120be51244e2e3beae78b 

  定員：40 名（オンライン配信視聴は、人数無制限） 
  料金：無料 
  ライヴビューイング参加にあたってのお願い： 
    ※ 新型コロナウイルス感染症の予防のため、マスクを着用の上、ご参加ください。 
    ※ 体調が悪い方の来場はご遠慮ください。入場をお断りする場合があります。 

※ 事前に、新型コロナウイルス接触確認アプリ(COCOA)のインストールをお願いします。 

  オンライン配信：日本語チャンネル⇒Youtube チャンネル https://youtu.be/cBK3-Jn81BE 
           英語チャンネル⇒Youtube チャンネル https://youtu.be/oLZ4F15N7C4 
 
プログラム： 

オープニング 
  主催者挨拶 浜田恵造（瀬戸内国際芸術祭実行委員会会長、香川県知事） 
  挨拶    福武總一郎（瀬戸内国際芸術祭総合プロデューサー） 
  概要説明  北川フラム（モデレーター／瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター） 
第一部  
  各国からアーティスト発表（15 名×３分程度） 

令和３年 10 月５日（火） 
瀬戸内国際芸術祭実行委員会事務局 
(香川県瀬戸内国際芸術祭推進課内) 
石原、大石 電話 087-813-0852 
メ ー ル press@setouchi-



十日町市から中継  
第二部  
  各国からアーティスト発表（15 名×３分程度） 
クロージング  

  モデレーターから一言 北川フラム（瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター） 
 
ライヴレポート出演アーティスト【2021.10.4 現在。予定 30 人】： 

 アイシャ・エルクメン（トルコ）、アレクサンドル・ポノマリョフ（ロシア）、イリヤ＆エミリ 
ア・カバコフ（ロシア）、川俣正（日本）、キドラット・タヒミック（フィリピン）、クリスティ
アン・バスティアンス（オランダ）、ケンデル・ギール（南アフリカ）、ディン・Q・レ（ベトナ
ム）、前山忠（日本）、ムニール・ファトゥミ（モロッコ）、レオニート・チシコフ（ロシア） 他 
※詳細は 10 月 13 日(水)発表予定。 

 
ブックレット公開アーティスト（10 月 11 日公開予定） 
  アイシャ・エルクメン (トルコ／ドイツ)、アニッシュ・カプーア(インド/イギリス)、アレクサ

ンドル・ポノマリョフ(ロシア)、アン・ハミルトン(アメリカ)、イリヤ&エミリア・カバコフ (ロ
シア/アメリカ)、エコ・ヌグロホ(インドネシア)、大岩オスカール (ブラジル／アメリカ)、川俣
正(日本／フランス)、クリスティアン・バスティアンス (オランダ)、ケンデル・ギール(南アフ
リカ/ベルギー)、ジャウメ・プレンサ(スペイン)、蔡國強(中国 / アメリカ)、ディン・Q・レ(ベ
トナム)、トビアス・レーベルガー(ドイツ)、ハンス・オプ・デ・ビーク (ベルギー)、ムニール・
ファトゥミ(モロッコ/フランス)、ラックス・メディア・コレクティブ(インド)、レアンドロ・エ
ルリッヒ(アルゼンチン)、レオニート・チシコフ(ロシア)  その他多数 

 

取材申込：取材をしていただける場合は、10 月 14 日（木）17：00 までに、公式ウェブサイトの 
「プレスルーム」からお申し込みください。 


